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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

地域センター図書室
開室を１０時に繰り上げ

地域センターの図書室の開
室時間が、21日 ら８月
４日 での期間中延長され
る。
利用者からの要望にこたえ
て、試行的に実施するもので、
通常は正午から午後５時まで
の開室時間を、期間中は午前
１０時からに繰り上げる。夏休
みにあたるため、子どもたち
にも喜ばれそうだ。
市では、試行期間の結果を
みて来年度以降の実施を検討
することにしている。
問い合わせ☎3430-1111
地域活性課コミュニティ文化
係。

フードバンク狛江
24日に講演会開催

個人や企業から寄付された
食料を生活困窮者に届ける活
動を行っているフードバンク
狛江（田中妙幸理事長）が
NPO法人として登記が完了し
たことを記念して講演会を24

にエコルマホール6階展
示・多目的室で催す。
当日は午後12時30分から
設立報告を行った後、名寄市
立大学教授の山野良一さんが
「なくそう子どもの貧困＝地
域でつなぐ支援とは…」をテ
ーマに講演する。定員は100
人で入場無料。会場ではフー
ドドライブ（食品の寄贈受け
付け）も行う予定で、協力を
呼びかけている。
同会は、今年度から市民協
働提案型事業として狛江市
と活動を行っており、NPO
法人となったのを機会に、よ
り多くの市民の協力を得な
がら活動を充実させていき
たいとしている。
問 い 合 わ せ ☎5497-
0272田中さん。Ｅメールf.b-
komae@outlook.jp。ホーム
ページhttp://fb-komae.org

火災による死者ゼロ
500日を達成

狛江消防署（茂木茂署長）
の管内で６月16日に火災に
よる死者ゼロ500日を達成し
た。

狛江市内では27年２月
１日以降、火災による死者
ゼロが続いている。これま
での最長記録は2,839日
で、同署では記録の更新
に向けて、市民の協力を
呼びかけている。
市内の火災は6月２3日
現在で２１件と、既に昨年
１年間の２０件を上回ってい

る。連続放火が主な原因だが、
同署では屋外に可燃物を置か
ないようにするなどの対策に
加え、夏に向けて花火や子ど
もの火遊びに注意してと話し
ている。

狛江フェスティバル
30・31日に狛江駅北口で

狛江を市民の手で活性化し
ようと狛江フェスティバルが
30 と3 狛江駅北
口の緑の三角広場と泉龍寺で
催される。
緑の三角広場では、各地
のクラフトビールを販売する
「KOMAE BEER FESTA」、 
市内の飲食店のおつまみ販売、
「狛江ハイボール」ブースの

出店、ビールに合うおつまみ
グランプリなどがある。
泉龍寺では、カフェをメイン
に親子でくつろぎながら遊べる
「こまえファミリーガーデン」、
音楽やダンスなどの披露、縁
日や遊戯コーナーなどがある。
また、今回初めて、泉の森
友の会主催の「泉の森通り夏
祭り」、音楽の街－狛江 エコ
ルマ企画委員会主催の駅前ラ
イブが同日開催される。
企画や運営を担当する実行
委員会では、資金集めのため
のオリジナルのマフラータオル
を制作、1枚1,000円で販売
している。
問い合わせは☎3480-
9367木村メガネ。

こまエコまつりのフードドラ
イブで食品を寄付する市民

市民公益活動事業
9団体に補助金交付
平成28年度狛江市市民
公益活動事業補助金選考会
が6月12日に防災センター
で催された。
募集にはスタート補助金

に3団体、チャレンジ補助金
に6団体が応募、選考の結
果、全9団体に補助金の交
付が決まった。
公開プレゼンテーションに
は、チャレンジ補助金に応
募した団体が参加し、7人
の選考委員を前に事業につ

いてそれぞれ7分間のプレ
ゼンを行った。選考委員は
公益性や独自性などの審査
項目について事業の内容を
検討した結果、交付を決定
し補助金の額を決めた。
補助金を交付される団体
は、スタート補助金が狛江

市将棋愛好会、フードバン
ク狛江、孫育て昔遊びの会、
チャレンジ補助金が狛江元
気スクール、狛江市邦楽連
盟、狛江・まちづくり市民
会議、ブルームーン、ヘル
マンさんの会、ミュージカル
CoCo～。

狛江市観光写真コンクール

作品を市内で巡回展示
昨年度に初めて開催された狛江市観
光写真コンクール（狛江市観光協会主
催）の応募作品の巡回展示が公民館
と地域センターの4箇所で行われる。
西河原公民館では応募全作品143
点を、地域センターでは入賞作品9点

を展示する。なお、応募全作品の展示は、西河原公民館での
展示が最後となる。
日程は西河原公民館7月１日 11 上和泉地域セ
ンター8月19日 南部地域センター9月22
～10月10 、野川地域センター10月22 ～11

月7 。
問い合わせ☎3430-1111地域活性課狛江の魅力発信担当。
写真は最優秀賞に選ばれた谷口幸
三さん（東和泉）の「灯ろう流し」

狛江GAP(ギャップ）研究会が狛江ブ
ランド野菜の販売を始めて3年目。新鮮
で安心・安全な野菜として市民の人気
が高まっている。狛江GAP研究会会長
の谷田部正美さん(55)に話を聞いた。

「GAPは農業生産工程管理（Good 
Agricultural Practice)の頭文字を取っ
て名付けられたものです。安心で安全な
農産物を消費者に提供するためにグルー
プで合意形成を図り、農作業の各工程で
農薬残留、異物混入、病原微生物付着な
どが発生するリスクを洗い出し、関係法
令の内容に即して各工程の実施、記録、
点検、評価を行うシステムです」
「狛江ＧＡＰ研究会は、東京都でGAP
に取り組む初のグループとして平成25
年秋から市やJAマインズの働きかけで
有志が集まって準備し、翌年4月に農
家18軒21人で研究会が発足し、6
月に狛江ブランド野菜として初出荷しま
した」
「私は、農家に働きかけたひとりとして
初代会長になりました。会員は、すべて
の農産物について土壌の管理や消毒、
農薬や肥料の管理など20項目を毎月
チェックシートに記録し、年２回研究会に
提出します。シートは、市の担当者、ＪＡ、

都の農業改良普及所の指導員と研究会
役員が点検・評価し、会員が話し合っ
て改善に努めています。農家は他の人
がやっている栽培技術を知る機会が少
ないのですが、シートの提出時に会員同

士が情報交換
し合うなど交
流が深まりまし
た。会員の多
くが、狛江版
GAPを始める
前から減農薬
に取り組んで
きましたが、
会ができて、

より『安心・安全の見える化』が進ん
だと思います」
「狛江ブランド野菜は、出荷時にオリジ
ナルのシールや結束テープを貼ったり、
消費者に認知してもらうために畑にのぼ
り旗を立てています。マインズショップ
でも人気が高く、安心して買っていただ

いています。また、２年前からいかだレー
スのゴール付近に設けたビアガーデンで
ゆでた枝豆と狛江ブランド野菜を販売し
ています。今回も17 午前１０時か
ら行いますので、ぜひ来ていただきたい
です。初冬にも狛江駅北口の緑の三角
広場で直売を行い、人気を集めています」
「今後は、狛江ブランド野菜の消費者へ
の浸透を図るとともに、計画的な作付け
をして農業収入が増えるように努力した
いです。会員が自信と責任を持っている
野菜なので、もっと地産地消を進めたい
です。会員を増やし、狛江のお土産とし
ても利用してもらえればうれしいです」

谷田部正美さんの横顔＝狛
江市東和泉生まれ。狛江第
一小学校、狛江第二中学校、
法政第二高校を経て法政大

学を卒業、昭和57年に狛江農業協同
組合に就職。農業を営む父の跡を継ぐ
ため35歳で退職。狛江市消防団第15
期分団長。保護司、JAマインズ狛江
地区の農産物直売会会長などを歴任。
26年から狛江市農業委員会委員を務め
る。趣味はドライブと旅行。

狛江GAP研究会
会長

谷田部正美さん

会員が自信と責任を持っている野菜なので、もっと地産地消を進めたい


